
１．目標　　
火災の原因と危険について知り、火災を防ごうとする意識を高める。
２．題材について
　　避難訓練や安全指導を通し、児童は、火災発生時における「お・か・し・も」の避難行動、ハンカチで口を押さえ、身体への煙の侵入を防ぐこと等、基本的な知識をもっている。しかし、火災の原因や防止方法を知っている児童は少ない。本時では、児童が課題を明確にもちながら火災原因や防止方法を理解していくよう、家庭科室を火災が起きそうな状況に設定し、消防士から受けた３つの「ミッション」を解決する活動を取り入れた。消防士の話を聞くだけではなく、どうしたら火災を防ぐことができるのかを体感的に学ばせたり考えたりさせることで、児童への意欲付けと知識の定着を図る。
３．つながりを意識した指導の工夫
　消防士指導のもと、家庭科室を火災の原因となりうる場に設定することで、火災の原因や回避方法を体験的に学ばせ、知識の定着を図る。
４．本時の展開　
(１)ねらい
　 火災の原因と危険について知り、火災を予防しようとする意識を高める。
（２）展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 消防士から「火災を０にしよう」というミッションを受け、自分たちで火災を防ごうとする意識を高める。

2. 「ミッション①　危険を探せ！」
家庭科室の状況を見て、火事の原因になりそうな物や行動をグループごとに考え、気が付いたことを発表する。

· 揚げ物をしているときに電話に出たのが危ない。
· カーテンが火の近くでひらひらしていて危ない。
· コンセントをいっぱいつけるのは危ないってテレビで聞いたことがある。
· タバコに火がついていて危ないと思った。
· 近くにライターがあるのも危ないかな。
· ストーブの近くに洋服を干すのは危ない。
· 外にごみ袋があるのも、もしかしたら危ないのかな。
· ペットボトルは関係あるのかな…。
· 電子レンジのタオルはどうなんだろう…。
3. 「ミッション②　火災を防げ！」

火災を起こさないためにはどうしたらよいか自分の考えを発表する。
　□揚げ物・料理→目を離さない・火を消す。
　□コンセント→タコ足配線をしない。
　□タバコ→火が消えているか必ず確認する。
　□ライター→火遊びしそうな物は、隠しておく。
　□ガス台・ストーブ→燃えやすい物を近くに置かない。
　□外のごみ袋→外に燃えやすそうな物は置かない。
　□水が入ったペットボトル→日が当たる所に置かない、
　　　　　　　　　　　　　　すぐに捨てる。
　□タオル→電子レンジにかけない。
4. 消防士の話を聞いて、火災の原因や、火災を防ぐためのポイントを知る。
5. 火災を起こさないために、今後家でどのような取り組みをしていきたいか考え、３つをワークシートに書く。

· うちもストーブの近くに洗濯物を干すことがあるから、ストーブから離すようにする。
· 外にごみを置くことがあるから、燃えやすい物を外に置かないようにする。
6. 「 ミッション③　家庭科室を火災０にしよう！」

家庭科室の状況を安全な状況にする。

	· 冬場に火災が増えることを知り、火災を防ごうとする意識を高める。
· 最初に担任がロールプレイを示し、火災の原因となりうる物だけでなく、行動にも着目させる。

· 家庭科室
　※リビングのように家具を配置する。
· ごみ袋や電子レンジ、ペットボトルなど気が付かないものがあった場合は、「消防士の話」の中で触れてもらう。

· 火災を防ぐためにどうしたらよいか考えている。

· 火災の原因になるかどうか迷っている場合は、子供たち同士、根拠を挙げながら話し合わせる。

· 火災の原因の円グラフを見せることで、自分たちが気付かなかった原因にも着目させる。
· 火災の原因を理解している。
· 本時で学んだ知識の中で、自分の家に必要な対策３つに絞ることで、知識の定着を図る。






「火災０！」にするにはどうしたらよいか考えよう。
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火災の原因を考えよう
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